
上田市地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業 最終年度）の概要

上田市公共交通活性化協議会上田市公共交通活性化協議会

上田市地域公共交通総合連携計画上田市地域公共交通総合連携計画

○総合連携計画の区域 上田市全域

○基本的な方針
方針1：鉄道との連携を図る公共交通体系の構築

・「新幹線」「しなの鉄道」「別所線」を活用すべき「公共財」として位置づけ、
鉄道との連携強化を図る公共交通体系の構築を目指す。

方針2：誰もが公平に利用できる公共交通体系の構築
・公共交通の果たすべき役割の原点に立ち返り、利用しようと思えば誰も
が利用できる公共交通体系の構築を目指す。

方針3：効率的な公共交通体系の構築
・運行上の観点から、効率的な公共交通体系の構築を目指す。

方針4：地域づくりを支援する公共交通体系の構築
・上田市の特色ある地域、中心市街地等、まちづくりを側面から支援する
公共交通体系の構築を目指す。

方針5：利用者主体の公共交通体系の構築
・利用者があって成り立つ公共交通であり、利用者の立場に立ち、利用し
てもらえる公共交通体系の構築を目指す。

○総合連携計画の目標
≪総合的な目標≫
慣れ親しんできた既存の運行形態を最大限に活用し、誰もが公平に利用できる利
用者主体の公共交通体系の確立を目指す。

≪具体的目標≫
目標Ⅰ：バスの運行サービスレベルの引き上げ
・通勤・通学へのサービス対応率30％→70％
・中心市街地へのサービス対応率90％→100％
目標Ⅱ：バス利用者の満足度ＵＰ
・バス利用者満足度23％→30％
目標Ⅲ：バス利用者の拡大
・バス利用者1,001千人/年→1,027万人/年
上田市街地循環バス：約30,000人（平成18年度実績値＋約3,000人）
丸子地域循環バス ：約13,000人（平成18年度実績値＋約4,000人）

目標Ⅳ：タクシー観光利用者増加
・年間200組→300組

○事業及び実施主体
・上田市街地循環バス実証運行（実施主体：上田市公共交通活性化協議会）
・丸子地域循環バスの実証運行（実施主体：上田市公共交通活性化協議会）
・傍陽線本原地区迂回実証運行（実施主体：上田市公共交通活性化協議会）
・タクシー事業の活性化及びタクシーを活用した観光に資する事業

（実施主体：長野県タクシー協会）

○総合連携計画の策定年月日 平成20年3月14日

○その他連携計画の実施に関し必要と認める事項
特に計画していない

設置年月日：平成20年3月14日
構成員：上田市

≪公共交通事業者等≫
上田バス㈱、千曲バス㈱、ジェイアールバス関東㈱小諸支店
(社)長野県バス協会、しなの鉄道㈱、上田電鉄㈱、長野県タクシー協会上小支部

千曲バス労働組合
≪道路管理者≫
国土交通省長野国道事務所、長野県上田建設事務所、
上田市都市建設部管理課
≪公安委員会≫
上田警察署
≪学識経験者≫
信州大学工学部土木工学科、上田女子短期大学総合文化学科
≪その他必要と認める者≫
上小圏域障害者総合支援センター、上田商工会議所卸・小売商業部会、

上田観光コンベンション協会、上田市婦人団体連絡協議会、

豊殿地域循環バス運営委員会、上田市身体障害者福祉協会

上小高等学校長会、上田市自治会連合会（上田・丸子・真田・武石各地域）

国土交通省北陸信越運輸局、国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局

長野県企画部交通政策課、長野県上小地方事務所地域政策課

別紙 ９
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平成２２年度計画事業の位置図 上田市街地循環バス 運行概要の詳細

あおバス・あかバス運行略図

丸子地域循環バス 運行概要の詳細 平成２２年１月４日からの新運行

３便から４便
へ増便

平成22年1月4日以前の運行

●上田市街地循環バス 運行概要

□分かり易さと親しみ易さを目指し、青バス・赤バス

の名称を付けた。

□循環方向を双方向循環とした。

□東コース・西コースを直通運行とした。

□従来の空白地域に新たにルートを設定した。

□丸子地域循環バスとの共通回数券を販売した。

●上田市街地循環バス 運行概要

□分かり易さと親しみ易さを目指し、青バス・赤バス

の名称を付けた。

□循環方向を双方向循環とした。

□東コース・西コースを直通運行とした。

□従来の空白地域に新たにルートを設定した。

□丸子地域循環バスとの共通回数券を販売した。

●丸子地域循環バス

平成２２年１月４日からの運行概要

□利用の低いバス停を一部運行中止とし

ルートの効率化を図った。

□運行便数を各コース３便から４便へ増便。

□利用の多い施設の利用時間に配慮した

ダイヤへ改正。

□上田市街地循環バスとの共通回数券を販売。

●丸子地域循環バス

平成２２年１月４日からの運行概要

□利用の低いバス停を一部運行中止とし

ルートの効率化を図った。

□運行便数を各コース３便から４便へ増便。

□利用の多い施設の利用時間に配慮した

ダイヤへ改正。

□上田市街地循環バスとの共通回数券を販売。

タクシー事業の活性化及びタクシーを活用した観光に資する事業

●事業の対象地域：上田市A地域（上田地域）

●事業の概要

□タクシー観光のための乗務員等接客レベルの向上のための研修

□交通結節点であるＪＲ上田駅タクシー乗り場へのタクシーアテンダ
ントの設置

□観光振興のため真田幸村及びその十勇士を主体とした観光ＰＲ

□ＡＥＤ車載タクシーの配置による緊急対応への可能化や防災連絡
通報協力体制の確立といった、タクシーによる地域貢献活動

●傍陽線本原地区迂回実証運行

□バス利用が不便な「本原地区」

を迂回するルートに変更し、本原

地区の利便性を高めた。

●傍陽線本原地区迂回実証運行

□バス利用が不便な「本原地区」

を迂回するルートに変更し、本原

地区の利便性を高めた。



検討検討検討検討のののの経緯経緯経緯経緯

平成22年度事業実施概要 事業実施状況及事業実施状況及事業実施状況及事業実施状況及びびびび今後今後今後今後のののの展望展望展望展望

上田市地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業 最終年度）の概要

■■■■２２２２２２２２年年年年 ７７７７月月月月：：：：第第第第6回回回回協議会協議会協議会協議会

○22年実施事業（案）について
・上田市街地循環バス実証運行
事業の利用実態調査結果に基
づく見直し案の検討。
・運行ルート、ダイヤについて見
直し基本方針を立て、具体的な
ルートの提示とダイヤの基本的
考え方を示した。詳細について
は、今後、交通事業者、関係機
関との調整を図ることとした。
・丸子地域循環バス実証運行事
業案の内容確認。平成22年1月
に見直したことにより、運行方法
の確認と利用実態の報告、平成
23年度への実証運行事業継続
の確認を行った。
・タクシー事業の活性化及びタク
シーを活用した観光に資する事
業について、内容確認と取組状
況を報告した。

■■■■２３２３２３２３年年年年 ２２２２月月月月：：：：第第第第７７７７回回回回協議会協議会協議会協議会（（（（予定予定予定予定））））

・２２年度事業全体の実施結果と
総括について
・２３年度の本格実施に向けた事
業内容の確認と財源確保等の課
題整理について

（（（（開催年月日及開催年月日及開催年月日及開催年月日及びびびび検討検討検討検討されたされたされたされた内内内内
容容容容をををを記載記載記載記載してしてしてして下下下下さいさいさいさい。）。）。）。）

事業名：上田市街地循環バス
実証運行事業

＜実施主体＞
法定協議会
・4月：実証運行継続

実績 （最終目標値）
・年間輸送人員
23,500人（30,000人）
※実績はH21年度
・輸送人員推移
19,900人：Ｈ22年4月～12月
17,400人：前年同時期

→輸送人員は最終目標値を
達成することは出来なかった。
輸送人員推移では、前年同
時期比約2,500人増加した。

・今後も、事業を持続していく
ためには、最低限現状の利
用者数を維持し、少しでも
利用者数の伸びを確保する
ことが必要。利用実態調査
結果及び大型商業施設開
店に合わせた見直し案を第
7回協議会で審議予定。

・本格運行移行に向け、輸送
人員の更なる確保が課題。
来春、沿線に大型商業施設
開店もあることから、運行の
見直しが必要。

事業名：丸子地域循環バス
実証運行事業

＜実施主体＞
法定協議会
・22年1月：見直しを実施

実績 （最終目標値）
・年間輸送人員
7,300人（13,000人）
※実績はH21年度
・輸送人員推移
6,400人：Ｈ22年4月～12月
5,500人：前年同時期

→輸送人員は最終目標値を
達成することは出来なかった。
輸送人員推移では、 前年同
時期比約900人増加した。

・ 今後も、事業を継続してい
くためには、最低限現状の
利用者数を維持し、少しで
も利用者数の伸びを確保す
ることが必要。Ｈ22年1月に
見直したことから、利用動向
を今後も把握していく予定。

・本格運行移行に向け、輸送
人員の更なる確保が課題。
ただし、平成22年1月に見
直し後、日数が浅いため、
今後の利用動向注視が必
要である。

写真

主な意見

事業名：タクシー事業の活性化
及びタクシーを活用した観光に
資する事業

＜実施主体＞
長野県タクシー協会
・6月：アテンダント配置
・7月：ご意見箱設置
・7月：観光振興

実績：各指標H22年12月時点
（目標値）
・年間タクシー観光利用者：

288組（300組）
・苦情件数：6件（前年度9件）
・満足度：
約80％（前年度約60％）

→年間タクシー観光利用者
数は現状推移を維持出来れ
ば目標達成が見込め、前年
度よりも46組増加した。さらに
苦情件数は3件減少し、満足
度は20ポイント向上した。

・サービス向上に向け、事業
者・商工関係者・ボランティ
ア等による観光振興の連携
強化の取り組みが、定例化
されつつある。

・目標は達成出来たが、今後、
特に「アテンダント事業」に
ついては更なるサービス向
上策実施が課題。

事業名：傍陽線本原地区迂回
実証運行

＜実施主体＞
法定協議会
・22年10月：実証運行開始

実績 （目標値：前年度実績）
・期間輸送人員
10,400人：H22年10月～12月
（9,400人）
・満足度：約30％

（不満足約10％）

→期間輸送人員は変更前の
同時期と比較し約1,000人増
加した。満足度は満足との回
答率が不満足を約20ポイント
上回った。

・利用者が増加し、利用者か
らも好意的に受け止められ
ている。
・迂回による時刻変更による
不満など、更に利用状況を
分析する必要がある。

・ 当事業は実証運行を開始
してから日が浅いため、検
証が不十分であると考えら
れる。周知はもとより、利用
動向の把握分析を行い、持
続していけるよう、利用者確
保に努めていく予定。



（地域住民の意見がどのように反映されたか記載して下さい。）

〔協議会〕
・協議会では地域住民の意見を直接取り入れるため、地域の代表者を委員として参加してもらい、地域の意見の反映を図れる組織とした。
〔自治体〕
・主に事業展開が行われる地区において、事業内容、上田市公共交通の実情等の地元説明会を実施し、公共交通に対する意識向上のための取り組みを行った。
・主に実証運行事業について、詳細な利用者数データ、利用者の意識を掴むため、複数回の調査を計画し、利用者主体の公共交通に向け取り組んだ。
〔事業者〕
・実際の運行計画立案時には、利用者の生の声、乗務員からの意見等を反映させ、事業者の視線で自治体を連携し計画立案に取り組んだ。
・地域住民への上田市公共交通の実態等について説明するなど、事業者としての住民への説明を今後は行っていく予定である。
〔地域住民〕
・地元の自治会など、自治組織で公共交通を取り上げ、実証運行など、公共交通に対する話し合いを行った。
・バス停のベンチに座布団を置いたり、公共交通の路線図や時刻表を掲示といった取り組みもされている。

・上田市街地循環バスは、利用者の意向及び利用実態の把握を行い、来春以降ルート及びダイヤの見直し、新たなバス停の設置を行うこととした。
・丸子地域循環バスは、上記と同様の調査及び利用者からの直接の声を元に、運行ルート、ダイヤを改正し実証運行を行った。
・傍陽線本原地区迂回実証運行は、地元住民と懇談会の開催や、バス停利用者の実態を調査した上で、ルートや迂回便の特定を行った。

地域住民地域住民地域住民地域住民・・・・利用者利用者利用者利用者のののの意見意見意見意見をををを反映反映反映反映させたさせたさせたさせた点点点点

協議会及協議会及協議会及協議会及びびびび各構成員各構成員各構成員各構成員がががが特特特特にににに工夫工夫工夫工夫してしてしてして取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ点点点点

二次評価二次評価二次評価二次評価におけるにおけるにおけるにおける主主主主なななな指摘事項指摘事項指摘事項指摘事項 二次評価二次評価二次評価二次評価にににに係係係係るるるる主主主主なななな事業実施状況事業実施状況事業実施状況事業実施状況

・当該事業の本格実施に向けて、今後も予定される利用実態調査を活用し、問
題点の検証を期待します。

・協議会の議事概要の公表等の更新を含め、今後も継続して公表していくこと
を期待する。

・本格運行に向け、地域関係者による自主的な利用促進、さまざまな財政支援
の取り組み、将来の地域負担のあり方の検討をしていくことが望ましい。

・今年度においても、利用実態調査を複数回予定し、平成22年12月現在
で4回実施している。利用者数については毎日日報としてデータ蓄積に
取り組んでおり、今後も継続し、問題点検証基礎資料に役立てる。

・上田市のホームページに連携計画、協議会の規約、また会議毎に資料、
議事録を整理し掲載している。併せて、公共交通の時刻表や路線図と
いった情報も掲示しており、本格運行移行後も継続していく考えである。

・昨年度、協議会ではバスを乗って残していくための目標値と見直し基準
を定め、今後は地域とも連携し地域公共交通に取り組んでいきたい考え
であり、随時地元住民との懇談会及び説明会を実施していく予定である。

上田市地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業 最終年度）の概要

前年度二次評価結果等前年度二次評価結果等前年度二次評価結果等前年度二次評価結果等にににに係係係係るるるる事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

今年度事業今年度事業今年度事業今年度事業ののののポイントポイントポイントポイント


